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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第２四半期連結
累計期間

第47期
第２四半期連結
累計期間

第46期

会計期間

自平成23年
10月21日
至平成24年
４月20日

自平成24年
10月21日
至平成25年
４月20日

自平成23年
10月21日
至平成24年
10月20日

売上高（千円） 12,136,67711,648,67221,887,704

経常利益（千円） 1,662,9291,676,9512,398,819

四半期（当期）純利益（千円） 706,545 926,915 800,334

四半期包括利益又は包括利益（千円） 1,178,3602,238,8651,188,595

純資産額（千円） 20,440,12220,575,13518,448,985

総資産額（千円） 32,331,62232,908,94629,939,206

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 58.31 90.80 67.87

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 55.3 54.4 52.9

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 777,466 △14,123 2,738,514

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △496,329 △515,713 △579,403

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △231,628 △175,423△2,328,613

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
9,225,0898,310,1599,005,681

　

回次
第46期

第２四半期連結
会計期間

第47期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
１月21日
至平成24年
４月20日

自平成25年
１月21日
至平成25年
４月20日

１株当たり四半期純利益金額（円） 43.54 72.64

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　  　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　　　

　

２【経営上の重要な契約等】

    当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　（１）業績の状況 

　　　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要に加え、新政権による金融財務対策や成長戦略に対する期

待感から円安及び株高が進行する等、明るい材料も見え景気回復の期待が高まっているものの、欧州経済低迷など不

安材料が払拭されないことから、景気の先行きは依然予断を許さない状況が続いております。

　　　このような経営環境の中、当社グループは機能性、独自性の高い商品の開発や、顧客指向型ビジネスを積極的に展開す

る一方、競争激化する市場に対応し、引き続き原価低減並びに経費削減に努めましたが、当第２四半期連結累計期間に

おける連結業績は、売上高が11,648百万円（前年同期比4.0％減）、営業利益は1,353百万円（同10.0％減）、経常利益

は1,676百万円（同0.8％増）、四半期純利益は926百万円（同31.2％増）となりました。

  主なセグメントの業績は以下のとおりであります。

　

〈家具・インテリア事業〉

　    家具・インテリア事業につきましては、施設インテリア部門の業績が昨年に引き続き好調に推移しましたが、他のイ

ンテリア部門が全体的に伸びず、売上高は10,341百万円（前年同期比4.1％減）、営業利益は1,204百万円（同5.0％

減）となりました。

      部門別では、オフィスインテリア部門につきましては、環境適応商品の営業推進に努めましたが、売上高は1,954百

万円（同8.9％減）となりました。店舗インテリア部門は昨年度の新規出店集中の反動で売上高は2,210百万円（同

2.9％減）となりました。施設インテリア部門は、病院及び高齢者施設の新築案件、拡充により、売上高は5,455百万円

（同7.6％増）となりました。ホームインテリア部門の売上高は、297百万円（同27.4％減）となりました。

〈放送・通信事業〉  

　    放送事業では、ＣＳ放送のハイビジョン化が拡大され、より高画質・高音質でお楽しみいただけるようになり、新し

い「劇スポコース」では、海外ドラマを筆頭に、国内・韓流・時代劇まで選りすぐりのドラマとプロ野球全試合生中

継も視聴できる内容で視聴者層を広げております。

　　　アンテナ受信への移行や大手通信業者の映像配信サービス拡大で厳しい状況となっておりますが、より魅力ある地域

情報のコミュニティ番組で差別化を図っていくよう取り組んでおります。

　　　また、通信事業では、高速・大容量サービスを掲げた大手通信事業者による営業攻勢が大きな脅威となっており、その

対策として、テレビ・インターネット・ＶＯＤの利用料が割安な超得パック「シンプルプラス」コースを新たに設

け、既存利用者の囲い込みを展開しましたが、放送・通信事業における売上高は1,303百万円（同3.5％減）、営業利益

では135百万円（同39.2％減）となりました。

 

　（２）財政状態の分析 

　当第２四半期連結会計期間末における財政状態は以下のとおりであります。

　総資産については、前連結会計年度末に比べて2,969百万円増加し、32,908百万円となりました。流動資産は17,757百

万円となり、主なものは現金及び預金10,058百万円、受取手形及び売掛金6,967百万円であります。固定資産は15,151

百万円となり、主なものは建物及び構築物3,455百万円、土地2,990百万円、投資有価証券5,857百万円であります。

　負債については、前連結会計年度末に比べて843百万円増加し、12,333百万円となりました。流動負債は9,839百万円

となり、主なものは支払手形及び買掛金6,672百万円であります。また、固定負債は2,494百万円で、主なものは役員退

職慰労引当金1,750百万円であります。

　純資産については、前連結会計年度末に比べて2,126百万円増加し、20,575百万円となりました。自己資本は17,915百

万円となり、自己資本比率54.4％となりました。 

　　

EDINET提出書類

株式会社オリバー(E02401)

四半期報告書

 3/19



  （３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より695百万円減少し、8,310

百万円となっております。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動によるキャッシュ・フローは、14百万円の支出超過（前年同期は777百万円の収入超過）となりました。こ

れは主に、「仕入債務の増加額」が870百万円減少したこと、「売上債権の増加額」が701百万円減少したこと及び

「投資有価証券評価損」が167百万円減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動によるキャッシュ・フローは、515百万円の支出超過（前年同期比19百万円の支出増）となりました。これ

は主に、「有形固定資産の取得による支出」が10百万円増加したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  財務活動によるキャッシュ・フローは、175百万円の支出超過（同56百万円の支出減）となりました。これは主に、

「長期借入金の返済による支出」が32百万円減少したことによるものであります。  

 

　（４）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

  

　（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、392千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 47,893,000

計 47,893,000

②【発行済株式】　

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

（平成25年４月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年６月４日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,976,053 12,976,053
名古屋証券取引所

（市場第二部）
単元株式数　1,000株

計 12,976,053 12,976,053 ― ―

　 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　  

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年１月21日

～
平成25年４月20日

－ 12,976 － 6,362,498 － 5,401,276

　　

（６）【大株主の状況】

 平成25年４月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 ㈱オリバー  愛知県岡崎市薮田一丁目１番地12 2,769 21.3

 大川㈱                 愛知県岡崎市薮田一丁目８番地３ 1,510 11.6

 ㈱三菱東京ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 500 3.9

 オリバー取引先持株会  愛知県岡崎市薮田一丁目１番地12 497 3.8

 ㈱みずほ銀行  東京都千代田区内幸町一丁目１番地５ 488 3.8

 ㈱三井住友銀行  東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 435 3.4

 三井住友信託銀行㈱  東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 425 3.3

 オリバー社員持株会  愛知県岡崎市薮田一丁目１番地12 358 2.8

 粂　眞一  愛知県豊田市 334 2.6

 大川　三千代     愛知県名古屋市千種区 319 2.5

計 － 7,640 58.9
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（７）【議決権の状況】

　

①【発行済株式】

 平成25年４月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
普通株式 2,769,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,122,000 10,122 －

単元未満株式 普通株式 85,053 － －

発行済株式総数 12,976,053 － －

総株主の議決権 － 10,122 －

　（注）　単元未満株式数には自己保有株式992株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成25年４月20日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

 （自己保有株式）

株式会社オリバー

 

 

愛知県岡崎市薮田一丁目

１番地12

2,769,000 － 2,769,000 21.3

計 － 2,769,000 － 2,769,000 21.3

　 

　

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年１月21日から平成

25年４月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年10月21日から平成25年４月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年10月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年４月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,682,159 10,058,352

受取手形及び売掛金 ※1
 4,828,881

※1
 6,967,655

商品及び製品 224,446 293,734

原材料及び貯蔵品 151,340 164,505

繰延税金資産 181,025 134,600

その他 140,967 151,813

貸倒引当金 △10,259 △13,352

流動資産合計 16,198,561 17,757,308

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,685,351 3,455,109

機械装置及び運搬具（純額） 447,435 416,977

土地 2,974,638 2,990,696

リース資産（純額） 220,798 178,047

その他（純額） 129,975 128,877

有形固定資産合計 7,458,200 7,169,708

無形固定資産

その他 106,935 92,307

無形固定資産合計 106,935 92,307

投資その他の資産

投資有価証券 4,160,056 5,857,928

保険積立金 1,749,086 1,814,952

繰延税金資産 49,057 －

その他 273,880 292,017

貸倒引当金 △56,572 △75,275

投資その他の資産合計 6,175,509 7,889,621

固定資産合計 13,740,645 15,151,637

資産合計 29,939,206 32,908,946
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年10月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年４月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 5,430,089

※1
 6,672,264

短期借入金 1,100,000 1,100,000

1年内返済予定の長期借入金 212,000 200,000

未払法人税等 638,886 601,317

賞与引当金 269,033 179,150

役員賞与引当金 16,385 8,083

偶発損失引当金 210,708 210,708

通貨スワップ等 223,225 202

その他 ※2
 1,376,724

※2
 867,437

流動負債合計 9,477,052 9,839,164

固定負債

退職給付引当金 135,783 157,511

役員退職慰労引当金 1,726,341 1,750,771

その他 151,043 586,364

固定負債合計 2,013,168 2,494,647

負債合計 11,490,220 12,333,811

純資産の部

株主資本

資本金 6,362,498 6,362,498

資本剰余金 5,401,276 5,401,276

利益剰余金 7,236,292 8,071,331

自己株式 △3,102,263 △3,105,248

株主資本合計 15,897,803 16,729,858

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 148,610 1,231,134

繰延ヘッジ損益 △70,423 3,609

為替換算調整勘定 △135,755 △49,084

その他の包括利益累計額合計 △57,568 1,185,659

少数株主持分 2,608,750 2,659,617

純資産合計 18,448,985 20,575,135

負債純資産合計 29,939,206 32,908,946
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月21日
　至　平成24年４月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月21日
　至　平成25年４月20日)

売上高 12,136,677 11,648,672

売上原価 8,696,066 8,325,500

売上総利益 3,440,611 3,323,171

販売費及び一般管理費

運搬費 222,472 235,602

貸倒引当金繰入額 4,415 23,221

役員報酬及び給料手当 707,100 733,763

賞与引当金繰入額 183,600 158,970

役員賞与引当金繰入額 7,480 8,083

役員退職慰労引当金繰入額 26,277 26,630

退職給付費用 39,921 36,350

減価償却費 77,803 81,582

その他 667,438 664,969

販売費及び一般管理費合計 1,936,511 1,969,174

営業利益 1,504,100 1,353,997

営業外収益

受取利息 4,152 11,638

受取配当金 31,305 31,995

デリバティブ評価益 32,435 114,633

通貨スワップ等評価益 72,116 104,946

その他 34,658 67,259

営業外収益合計 174,668 330,472

営業外費用

支払利息 7,652 7,420

保険解約損 6,597 －

為替差損 188 －

その他 1,400 98

営業外費用合計 15,839 7,519

経常利益 1,662,929 1,676,951

特別利益

固定資産売却益 551 356

投資有価証券売却益 － 10,772

負ののれん発生益 － 5,112

特別利益合計 551 16,241

特別損失

固定資産売却損 210 152

投資有価証券評価損 167,617 －

過年度決算訂正関連費用 － 99,446

その他 1,420 820

特別損失合計 169,247 100,419

税金等調整前四半期純利益 1,494,233 1,592,773

法人税、住民税及び事業税 697,017 587,302

法人税等調整額 8,347 35,470

過年度法人税等戻入額 － △18,794

少数株主損益調整前四半期純利益 788,868 988,794

少数株主利益 82,322 61,879

四半期純利益 706,545 926,915
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月21日
　至　平成24年４月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月21日
　至　平成25年４月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 788,868 988,794

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 379,086 1,089,366

繰延ヘッジ損益 31,582 74,032

為替換算調整勘定 △21,177 86,671

その他の包括利益合計 389,492 1,250,070

四半期包括利益 1,178,360 2,238,865

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,091,863 2,170,143

少数株主に係る四半期包括利益 86,497 68,722
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月21日
　至　平成24年４月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月21日
　至　平成25年４月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,494,233 1,592,773

減価償却費 371,582 375,924

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,678 21,796

賞与引当金の増減額（△は減少） △58,900 △89,883

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,240 △8,302

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,358 21,727

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 23,360 24,430

受取利息及び受取配当金 △35,458 △43,633

支払利息 7,652 7,420

投資有価証券評価損益（△は益） 167,617 －

為替差損益（△は益） 178 △1,703

有形固定資産売却損益（△は益） △341 △356

売上債権の増減額（△は増加） △2,840,395 △2,138,773

たな卸資産の増減額（△は増加） △49,735 △82,453

仕入債務の増減額（△は減少） 2,112,939 1,242,157

保険積立金の増減額（△は増加） 70,234 △65,865

通貨スワップ等評価損益（△は益） △72,116 △104,946

デリバティブ評価損益（△は益） △32,435 △114,633

その他 120,674 △78,358

小計 1,287,530 557,319

利息及び配当金の受取額 35,458 43,633

利息の支払額 △7,179 △7,617

法人税等の支払額 △538,343 △607,458

営業活動によるキャッシュ・フロー 777,466 △14,123

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 10,760 △11,981

有形固定資産の取得による支出 △499,977 △510,128

有形固定資産の売却による収入 658 468

投資有価証券の取得による支出 △6,700 △5,257

投資有価証券の売却による収入 979 17,898

その他 △2,050 △6,713

投資活動によるキャッシュ・フロー △496,329 △515,713

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △44,000 △12,000

自己株式の取得による支出 △11,629 △2,984

配当金の支払額 △109,190 △91,669

少数株主への配当金の支払額 △7,792 △7,743

その他 △59,015 △61,026

財務活動によるキャッシュ・フロー △231,628 △175,423

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,492 9,738

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 39,016 △695,521

現金及び現金同等物の期首残高 9,186,073 9,005,681

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 9,225,089

※
 8,310,159
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【会計方針の変更等】

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年10月21日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

 

 

【追加情報】

（今後の状況について）

　当社において、過去に行われた取引の一部に関して架空・循環取引及び不適切な会計処理が行われていたことから、

今後、当該取引による各取引先間の資金負担を精算するため当社において追加の資金拠出が生じる可能性があります。

更に架空・循環取引に関連し損失を被った取引先から当社へ損害賠償請求の訴訟が提起されております。当社は、当第

2四半期連結会計期間において、損失負担額を見積り、偶発損失引当金を計上しておりますが、今後もその他の関連した

取引先から損害賠償を求められる或いは訴訟を起こされるおそれがあります。

 

 

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年10月20日）
当第2四半期連結会計期間
（平成25年4月20日）

受取手形 147,672千円 109,280千円

支払手形 726,387 790,621

　

※２　架空・循環取引等の不適切な取引行為に関連して発生したものが、以下のとおり含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年10月20日）
当第2四半期連結会計期間
（平成25年4月20日）

流動負債 　 　

その他 　 　

未払金 190,807千円 190,807千円

営業外支払手形 59,561 －

　

　

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年10月21日
至  平成24年４月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年10月21日
至  平成25年４月20日）

現金及び預金勘定 10,634,162千円 10,058,352千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,409,072 △1,748,193

現金及び現金同等物 9,225,089 8,310,159
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年10月21日　至　平成24年４月20日）

１．配当に関する事項

  （１）配当金支払額

 
 　　決議
 

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日
配当の
原資

平成24年１月19日

定時株主総会
普通株式 109,096 9.00平成23年10月20日平成24年１月20日

利益

剰余金

 

  （２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

 
 　　決議
 

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日
配当の
原資

平成24年5月25日

取締役会
普通株式 109,002 9.00平成24年４月20日平成24年７月２日

利益

剰余金

  

２．株主資本の著しい変動に関する事項 

  該当事項はありません。

　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月21日　至　平成25年４月20日）

１．配当に関する事項

  （１）配当金支払額

 
 　　決議
 

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日
配当の
原資

平成25年１月17日

定時株主総会
普通株式 91,875 9.00平成24年10月20日平成25年１月18日

利益

剰余金

 

  （２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

 
 　　決議
 

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日
配当の
原資

平成25年５月31日

取締役会
普通株式 91,854 9.00平成25年４月20日平成25年７月１日

利益

剰余金

  

２．株主資本の著しい変動に関する事項 

  該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年10月21日　至　平成24年４月20日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）　

　
 

報告セグメント 　その他
（注）１
　

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

家具・イン
テリア事業

放送・通信
事業

計

売上高                             

(1)外部顧客への売上

高
10,783,4681,349,74312,133,2123,46512,136,677 － 12,136,677

(2)セグメント間の内

部売上高又は振替

高

677 3,330 4,007 － 4,007 △4,007 －

計 10,784,1451,353,07412,137,2193,46512,140,685△4,00712,136,677

セグメント利益 1,267,783223,7061,491,4901,7951,493,28610,8141,504,100

　  （注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、牧場事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月21日　至　平成25年４月20日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）　

　
 

報告セグメント 　その他
（注）１
　

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

家具・イン
テリア事業

放送・通信
事業

計

売上高                             

(1)外部顧客への売上

高
10,341,5281,303,04611,644,5744,09711,648,672 － 11,648,672

(2)セグメント間の内

部売上高又は振替

高

688 3,478 4,167 － 4,167 △4,167 －

計 10,342,2171,306,52411,648,7424,09711,652,839△4,16711,648,672

セグメント利益 1,204,862135,9261,340,7892,3931,343,18310,8141,353,997

　  （注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、牧場事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間に係る四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸

借対照表計上額と時価との差額に重要性が乏しいため記載を省略しております。
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（有価証券関係）

　その他有価証券が企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められます。
　

その他有価証券　

前連結会計年度（平成24年10月20日）

　 取得原価（千円）
連結貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

(1）株 式 2,529,760 2,733,479 203,718

(2）債 券 390,000 174,747 △215,253

(3）その他 1,182,840 1,178,001 △4,839

合計 4,102,601 4,086,227 △16,373

　　（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額73,829千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困

難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

　

当第２四半期連結会計期間（平成25年４月20日）

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表計
上額（千円）

差額（千円）

(1）株  式 2,525,156 3,879,166 1,354,009

(2）債  券  390,000  289,380  △100,620

(3）その他 1,185,576 1,615,552 429,975

合計 4,100,732 5,784,098 1,683,365

（注）  非上場株式（四半期連結貸借対照表計上額73,829千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極

めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。 

　　

　 

（デリバティブ取引関係）

  対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連

結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。
　　

前連結会計年度（平成24年10月20日）

対象物の種類 取引の種類 契約額等（千米ドル） 時価（千円） 評価損益（千円） 　

通　貨 

　
スワップ取引

　受取米ドル・支払円
　
オプション取引

　受取米ドル・支払円
　

2,800 △105,361 △105,361　

300 △5,544 △5,544　

　　　 合計 　 － △110,906 △110,906　

　（注）　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

　　　

当第２四半期連結会計期間（平成25年４月20日）

対象物の種類 取引の種類 契約額等（千米ドル） 時価（千円） 評価損益（千円） 　

通　貨 

 
スワップ取引

 　受取米ドル・支払円
 
 オプション取引

 　受取米ドル・支払円
 

   2,200 △6,524 △6,524　

300  565 565　

　　　 合計  － △5,959 △5,959　

　（注）　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月21日
至　平成24年４月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月21日
至　平成25年４月20日）

   １株当たり四半期純利益金額 58円31銭 90円80銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 706,545 926,915

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 706,545 926,915

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,117 10,207

　（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。  

  

　

 

２【その他】

（中間配当に関する取締役会決議）

 　　　　 平成25年５月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　    （１）中間配当金の総額　　　　　          　　91,854千円 

        （２）１株当たりの金額　　　　　　            ９円00銭

        （３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成25年７月１日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年６月４日

株 式 会 社 オ リ バ ー

取 締 役 会　御 中

有限責任 あずさ監査法人　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　安藤　泰行　　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　石崎　勝夫　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オリバー

の平成24年10月21日から平成25年10月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年１月21日から平成

25年４月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年10月21日から平成25年４月20日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オリバー及び連結子会社の平成25年４月20日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　　

強調事項

　追加情報に記載されているとおり、会社において、過去に行われた取引の一部に関して架空・循環取引及び不適切な会計

処理が行われていたことから、今後、当該取引による各取引先間の資金負担を精算するため会社において追加の資金拠出

が生じる可能性がある。更に架空・循環取引に関連し損失を被った取引先から会社へ損害賠償請求の訴訟が提起されてい

る。会社は、当第２四半期連結会計期間において、損失負担額を見積り、偶発損失引当金を計上しているが、今後もその他の

関連した取引先から損害賠償を求められる或いは訴訟を起こされるおそれがある。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

以　上　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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